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５月の定例会と、今後の予定。 
新型コロナウイルスで外出自粛のなか、メンバーの皆様はどのようにお過ごしですか。 
５月も「おとこの台所」と「さつき祭」は、中止です。 

シニアのキャッシュレス決済。 
お孫さんやお子さんを交えた、ご家族との和気あいあいとした食事会。 
あるいは古き友たち、むかしの仲間たちとの懐かしい飲み会。 
さて、食事代の支払い。 
そのとき貴方は「現金払い」派ですか、それとも「キャッシュレス」派ですか。 
そこで３大キャッシュレス決済を、おさらいしてみます。 
その１ ～ 昔からのクレジットカード。 
VISA、MASTER、American Express、Diners Club、JCBなど。 
６０年のいう歴史があり、万が一の際のセキュリティ面の安心感。国内でしか使えない
「電子マネー」や「QRコード決済」と一番の違うのは、海外でも安心して使える強み。 
そして引落しは、銀行口座から後払い。 
日本人はカード支払いを、以前は何となく「少額なので、お店に悪いな」という感覚が
ありましたが、海外では治安の観点から、現地の人たちは現金を極力持ち歩かずに、美
術館や博物館の入館料６ユーロの少額でもカード払いです。 
その２ ～ お馴染みの電子マネー。 
交通系のSuica、PASMO、流通系のnanako、Waon、その他のEdyなど。 
２０年ほど前からサービスを開始し、一番は電車に乗るときにあの「ピッ！」でお馴染
みだと思います。 
事前に現金やクレジットカードでの入金が必要ですが、コンビニなど比較的少額の決済
で強みを発揮する電子マネーです。 
その３ ～ よく分からない？　〇〇Pay（QRコード決済＝写真）。 
スマホに決済アプリをダウンロードし、レジでQRコー
ドを読み取る、あるいはスマホの画面にQRコードを表
示し店側が読み取ることで決済するシステムで、最近、
「〇〇Pay」というのをよく見かけます。現在、国内で
３０種ほどあるそうです。 
オリンピック、パラリンピックに向けて、国はキャッ
シュレスの普及を目指しているようですが、入館料を
キャッシュレスで支払える美術館、博物館がない。 
またキャッシュレスを進めるなかで、新紙幣（現行の紙
幣でも、偽札防止技術は世界のトップレベルです）を発行するチグハグさを感じます。 
どなたかが、自分の在任中に記念に紙幣を出したいのでしょうか。 


